


















































しかし興味あることにこれらとは別の fractionに子宮収縮効力を有する peptide (尿中子宮収縮物質)
を見出した。
尿中子宮収縮物質:ヒトおよび家兎のoxytocin分画から本物質の抽出、精製を行なった。その結果
構成アミノ酸 Lys(l)、 His(l)、 Arg(l)、 Asp(l)、 Thr(l)、 Ser (1)、 Glu( l)、 Pro(2)、 Gly(1)、 Ala(l)、
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Val(l)、 11e(l)、 Leu(l)、 Phe(l)、分子量約1600のpeptide を単離した。このものの生物活性は約 10 1.




oxytocinの体内分布を検討した。なお 3H ラベルには'Wilzbach法、 131 1 ラベルには iodine monochloride 
(1 Cl) 法を用いた。
labeled oxytocinの体内分布:投与20分後では 3H_ および 131 1-oxytocinは共に腎臓に最も多く分





もに減少した。しかし卵巣などの生殖系臓器で、はhigh uptake と共にlong retentionが認められ雄性生




































た。その結果、ともに、卵巣にhigh uptake と long retentionがみとめられ、これらはともに姫娠時の
みならず正常時においても子宮に生理的意義があることを証明した。
一方、不活性化酵素に関しでも卵巣ホルモンにcontrol されていることを認めた。その他臓器特異性
ラベ、ル物質の使用などにより、卵胞ホルモン支配の子宮がoxytocinの作用に極めて合目的に関与して
いることを証明したので学位論文に価すると認めた。
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